
 

コンソーシアムの実施体制表 

 

１．コンソーシアムを組成する目的 

過去の助成事業実績、現場での実践経験、およびリソース面等が比較的豊富な団体

（有限責任事業組合まちとしごと総合研究所）を幹事団体として中核的機能を持た

せる。地域の知見、事業について専門性をもつ構成団体（公益財団法人京都地域創造

基金）と連携し、知見等の共有化、シナジーを高めながら事業を遂行する。 

 

２．コンソーシアムの体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事団体（資金分配団体） 

有限責任事業組合まちとしごと総合研究所 

過去の助成事業実績、現場での実践経験およびリソース面から本コンソーシアムの中核とする 

また、助成先の選定および実行団体の伴走支援に精通している公益財団法人京都地域創造基金が

幹事団体と協働で事業を遂行する 

構成団体 

公益財団法人京都地域創造基金 

助成先の選定および実行団体の伴走支援に精通している公益財団法人京都地域創造基金 

幹事団体と協働で、助成先選定、実行団体の伴走支援および事業全般への支援を行う 

実行団体 A 実行団体 B 実行団体 C 

JANPIA 

コンソーシアム 

実行団体 D 

契約・助成金支払 

伴走支援 














